
東
車
同
文
書
院
創
立
百
周
年
記
念
式
典

財
団
法
人
霞
山
会
会
長
挨
拶

本
年
五
月
は
束
班
同
文
書
院
が
創
立
さ
れ
て
よ
り
丁
度
百
年
を
閲

し
ま
す
と
こ
ろ
、
こ
れ
を
記
念
す
る
行
事
が
点
張
同
文
品
川
院
同
窓
会

で
あ
る
福
友
会
と
愛
知
大
学
と
の
共
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と

は
、
歴
史
的
に
み
て
ま
こ
と
に
怠
義
深
い
も
の
が
あ
る
と
喜
ば
し
く

存
ぜ
ら
れ
、
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
こ

皆
様
ご
承
知
の
通
り
、
愛
知
大
学
の
存
在
は
、
東
亜
同
文
書
院
大

学
の
最
後
の
学
長
、
本
間
喜
一
先
生
な
く
し
て
は
語
れ
な
い
の
で
あ

り
ま
し
て
、
敗
戦
に
よ
っ
て
閉
鎖
さ
れ
た
束
岨
同
文
書
院
大
学
の
教

職
員
、
学
生
達
が
、
そ
の
覗
年
の
昭
和
二
十
．
年
上
海
か
ら
引
附
抑
制

回
し
、
非
常
な
苦
労
の
ぷ
、
一
九
と
な
っ
て
愛
知
大
学
を
創
立
し
た

の
で
あ
り
、
東
亜
同
文
書
院
な
く
し
て
愛
知
大
学
の
存
在
は
あ
り
え

な
か
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
東
軍
同
文
書
院
を
百
年
前
に
創
立
し
た
の
は
、
私
の
祖
父
、

近
衛
篤
麿
こ
と
霞
山
公
で
あ
り
ま
す
c

霞
山
公
は
、
十
九
世
紀
に
お

け
る
西
欧
列
強
の
ア
ジ
ア
侵
略
、
特
に
中
国
に
対
す
る
領
土
獲
得
競

争
が
峨
烈
を
極
め
、
中
国
（
当
時
は
清
国
）
に
国
家
崩
壊
の
危
機
が

迫
っ
て
い
た
こ
と
を
憂
慮
し
、
日
中
提
悦
し
て
中
国
及
び
東
洋
の
保

全
を
凶
る
こ
と
を
け
指
し
、

同
文
会
を
創

ι

し
ま
し
た

f

市
恥
．
帆
川
文
会
の
綱
領
に
は
、
日
目
頭
に
「
文
郎
を
保
令
す

ι

文
郎
及

び
朝
鮮
の
改
持
を
助
成
す
」
と
あ
り
、
当
初
は
、
消
朝
内
改
革
派
の

康
有
為
ら
、
あ
る
い
は
清
朝
打
倒
を
目
指
す
革
命
派
の
孫
文
ら
を
支

援
し
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
後
に
政
治
活
動
か
ら
離
れ
、
荒
尾
、
根

活
両
先
生
の
流
れ
を
く
む
日
清
聞
の
通
商
経
済
発
展
を
期
す
る
実
務

優
先
の
同
体
と
し
て
、
事
業
の
重
点
を
教
育
、
文
化
に
集
中
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
り
か
く
し
て
、
東
帳
同
文
会
は
、
一
九

O
O
年
に

設
立
し
た
市
点
同
文
洋
院
を
経
て
、
一
九

O
J

（
明
治
三
卜
問
）
年
、

上
海
に
東
雌
同
文
占
院
を
創
立
し
ま
し
た
り
束
弧
同
文
書
院
は
、
東

亜
同
文
会
の
「
中
国
保
全
」
の
主
旨
に
則
り
、
「
中
国
を
富
強
な
ら

し
め
、
中
日
提
携
の
基
礎
を
固
め
る
た
め
、
そ
れ
に
必
要
な
中
日
両

国
の
人
材
を
養
成
す
る
」
と
い
う
趣
旨
に
基
づ
い
て
開
設
さ
れ
た
学

校
で
あ
り
ま
し
た
。

更
に
東
亜
同
文
書
院
の
源
流
を
遡
り
ま
す
と
、
荒
尾
梢
先
生
が

J

八
九
O

（
明
治
・4

卜

1

）
年
、
上
海
に
開
設
し
た
修
学
年
限
二
一
年
の
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日
清
貿
易
研
究
所
に
始
ま
る
の
で
あ
り
ま
す
。
荒
尾
先
生
は
、
夙
に

中
国
問
題
の
重
要
性
を
認
識
し
た
先
覚
者
で
あ
り
、
岸
旧
吟
香
の
漢

口
楽
善
堂
を
拠
点
に
し
た
、
三
年
間
に
わ
た
る
消
因
調
査
の
結
果
、

長
文
の
報
告
書
を
作
成
し
、
政
府
に
対
し
種
々
の
献
策
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
特
に
日
清
両
国
が
運
命
共
同
体
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、

両
国
が
経
済
的
提
携
に
よ
っ
て
共
に
富
強
を
図
り
、
東
亜
の
防
衛
を

達
成
す
る
こ
と
を
構
想
し
、
清
国
の
事
情
に
通
暁
す
る
有
為
の
人
材

を
養
成
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
日
清
戦
争

の
戦
後
処
理
に
つ
い
て
は
、
領
土
割
譲
や
賠
償
要
求
に
反
対
し
、
そ

れ
を
求
め
る
と
き
は
列
国
の
中
国
分
割
を
招
く
と
し
て
、
二
一
国
干
渉

を
予
見
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

日
清
貿
易
研
究
所
は
、
非
常
な
資
金
難
の
中
で
開
校
さ
れ
、
娘
浄

先
生
が
代
理
所
長
と
な
り
苦
難
の
経
営
が
続
い
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
聞
に
清
国
事
情
啓
蒙
の
大
著
『
消
国
通
商
総
覧
』
を
編
纂
出
版

し
て
、
研
究
所
の
名
声
を
高
か
ら
し
め
た
の
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

日
清
貿
易
研
究
所
は
日
清
戦
争
の
た
め
三
年
間
で
閉
鎖
を
余
儀
な
く

さ
れ
、
ま
た
、
不
幸
に
し
て
、
荒
尾
先
生
は
明
治
二
十
九
年
、
二
一
十

八
歳
の
若
さ
で
世
を
去
る
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
死
を
惜
し
ん
で
霞
山
公
が
、
京
都
若
王
子
に
建
て
た
巨
大
な

表
彰
碑
が
あ
り
ま
す
が
、
荒
尾
先
生
の
思
想
的
系
譜
は
、
霞
山
八
ム
、

根
津
先
生
へ
と
受
け
継
が
れ
、
東
亜
同
文
書
院
大
学
の
確
固
た
る
建

学
精
神
と
し
て
生
き
る
の
で
あ
り
ま
す
。

書
院
建
学
の
父
と
い
わ
れ
た
根
津
一
先
生
は
、
霞
山
公
に
請
わ
れ

て
東
亜
同
文
会
幹
事
長
を
兼
任
す
る
と
共
に
、
東
亜
同
文
書
院
の
初

代
院
長
と
し
て
二
十
年
間
に
わ
た
り
学
生
を
薫
陶
し
た
の
で
あ
り
ま

す
。根

津
院
長
は
儒
学
と
禅
学
を
深
く
収
め
た
人
格
者
で
あ
り
、
東
亜

同
文
書
院
の
開
校
に
当
た
っ
て
、
「
興
学
要
旨
」
と
「
立
教
網
領
」

を
発
表
し
、
建
学
の
精
神
は
、
日
中
提
携
の
人
材
を
育
成
し
、
中
国

及
び
東
亜
を
保
全
す
る
に
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
教
育
に
お
い
て
智
育

と
共
に
徳
育
を
重
ん
じ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
り
ま
す

c

先
生
は
、
東
亜
同
文
書
院
は
単
に
学
問
を
教
え
る
だ
け
の
学
校
で
は

な
い
、
志
を
中
国
に
持
ち
、
人
格
の
向
上
に
努
め
、
真
に
中
国
人
の

友
と
な
り
、
日
中
両
国
の
国
交
に
お
い
て
は
覇
道
を
排
し
王
道
を
理

想
と
し
、
不
正
不
義
は
許
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
の
教
育
方
針
を

実
践
致
し
ま
し
た
。

こ
れ
が
「
根
津
精
神
」
と
し
て
学
生
の
聞
に
定
着
し
、
日
中
提
携

に
貢
献
す
る
多
く
の
人
材
が
、
こ
の
自
由
間
違
な
学
園
か
ら
輩
出
し

た
の
で
あ
り
ま
す
。
不
幸
に
し
て
、
軍
部
の
暴
走
に
よ
る
中
国
侵
略

に
よ
っ
て
、
東
亜
同
文
書
院
建
学
の
精
神
は
政
摘
さ
れ
、
同
文
書
院

出
身
者
は
事
志
と
異
な
る
悲
運
を
卿
つ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
敗
戦

と
共
に
、
東
亜
同
文
書
院
大
学
は
そ
の
歴
史
の
幕
を
閉
じ
、
ま
た
、

そ
の
経
営
母
体
で
あ
っ
た
東
亜
同
文
会
も
解
散
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

の
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
霞
山
会
は
、
東
亜
同
文
会
の
伝
統
と
遺
産
を
継
点
し
、

戦
後
の
昭
和
二
十
二
一
年
に
設
立
さ
れ
、
日
中
間
の
教
育
、
文
化
、
研

究
交
流
に
貢
献
す
べ
く
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
c

愛
知
大
学
も
半
世

紀
を
閲
し
て
立
派
に
成
長
し
、
東
班
同
文
書
院
が
果
た
せ
な
か
っ
た

夢
を
わ
が
事
と
し
て
、
一
史
に
更
に
大
き
な
発
展
の
歩
み
を
進
め
ら
れ

ん
こ
と
を
心
か
ら
念
願
し
、
書
院
創
立
百
周
年
を
記
念
し
て
の
私
の

挨
拶
と
致
し
ま
す
。

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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